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〜
は
じ
め
に

私わ
た
し（
以
下
全
部
「
わ
た
し
」
と
読
む
）
の
記
憶
に
あ
る
事
柄
を
書
く
に
あ
た
り
周
り
の
人
々
に
迷
惑
を
か
け
る
か
も
し

れ
な
い
事
に
つ
い
て
改
め
て
お
詫
び
を
致
し
て
お
き
ま
す
。

現
在
、
令
和
５
年
４
月
23
日
。
誕
生
日
の
二
日
前
、
63
歳
に
な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

シ
ュ
ガ
レ
ッ
ト
と
は
、
シ
ュ
ガ
ー（
砂
糖
、
こ
の
場
合
、〝
愛
〞
と
訳
す
）
と
、
タ
バ
コ
（
煙
草
＝
シ
ガ
レ
ッ
ト
）
の
造

語
で
す
。

パ
フ
ュ
ー
ム
と
は
、
香
り
（
つ
ま
り
香
水
）
と
は
切
り
離
せ
な
い
私
の
人
生
で
す
。
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ウ
ー
ウ
ー
ウ
ー
と
空
襲
警
報
が
鳴
っ
て
い
る
。

火
の
雨
が
降
り
注
ぐ
中
で
、
私
の
母
「
セ
ツ
子
」
昭
和
20
年
６
月
、
女
学
校
の
卒
業
の
日
。
鹿
児
島
市
内
で
も
、
こ
の

空
襲
で
２
３
１
６
人
、
多
く
の
人
々
が
亡
く
な
っ
た
。
防
空
壕
を
目
指
し
て
、
逃
げ
ま
ど
う
人
々
、
そ
の
渦
中
に
、
母
も

い
た
。
火
の
粉
が
、
母
の
被
っ
て
い
た
頭
巾
に
燃
え
移
っ
て
、
危
う
く
火
に
包
ま
れ
か
け
た
が
、
か
ろ
う
じ
て
命
は
と
り

と
め
た
。
カ
バ
ン
に
入
っ
て
い
た
聖
書
が
粉
々
に
焼
け
灰
に
な
り
、
母
い
わ
く
「
神
様
が
助
け
て
下
さ
っ
た
」
と
。
幸
い

近
く
に
い
た
、
兵
隊
さ
ん
が
、
薬
を
塗
っ
て
く
れ
た
。
今
で
も
、
母
の
頬
に
は
、
小
さ
な
ヤ
ケ
ド
の
跡
が
あ
る
。

そ
の
後
、
母
は
市
役
所
に
勤
務
。
以
来
、
39
年
間
続
い
た
。

母
の
母
（
つ
ま
り
祖
母
）
は
、
自
由
奔
放
な
母
に
実
直
な
一
人
の
男
性
を
お
見
合
い
さ
せ
、
結
婚
さ
せ
た
が
、
長
く
は

続
か
な
か
っ
た
。
そ
し
て
、
母
は
、
祖
母
の
反
対
を
押
し
切
り
、
駆
け
落
ち
同
然
で
、
結
婚
。
母
、
31
歳
。

私
は
、
母
セ
ツ
子
と
、「
田タ

籠ゴ
モ
リ

義ギ

一イ
チ

郎ロ
ウ

」
の
子
と
し
て
、
昭
和
35
年
４
月
25
日
、「
義ヨ

シ

子コ

」
と
し
て
生
を
受
け
る
。

母
が
布
団
か
ら
転
ん
だ
為
、
逆
子
で
、
予
定
日
を
過
ぎ
て
も
生
ま
れ
な
い
。
医
者
は
、「
母
体
を
と
る
か
、
赤
ち
ゃ
ん

を
と
る
か
」
の
選
択
を
迫
る
。

父
は
「
子
供
は
諦
め
る
」
の
一
言
で
、
母
だ
け
が
「
産
む
」
と
い
う
決
断
を
し
た
。
母
は
、
麻
酔
の
無
い
ま
ま
（
母
体
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に
危
険
で
部
分
麻
酔
の
み
）「
ヤ
ブ
医
者
」
と
母
の
罵
倒
の
中
、
帝
王
切
開
で
、
私
は
生
ま
れ
た
。
ヘ
ソ
の
緒
が
首
に
グ

ル
グ
ル
巻
き
つ
い
た
ま
ま
で
、
処
置
の
後
、
背
中
を
パ
ン
パ
ン
叩
か
れ
て
、
や
っ
と
産
ぶ
声
を
あ
げ
た
そ
う
だ
。
至
っ
て

大
き
な
赤
ち
ゃ
ん
で
、
男
の
子
の
様
だ
っ
た
ら
し
い
。

そ
の
後
、
母
セ
ツ
子
は
、
動
物
園
の
受
付
勤
務
。（
当
時
は
動
物
園
は
鹿
児
島
の
「
鴨
池
」、
街
中
に
あ
っ
た
）
近
所
の

優
し
い
人
の
手
を
か
り
て
、
授
乳
時
間
に
連
れ
て
来
て
も
ら
い
、
私
は
母
乳
で
育
つ
。
ス
ク
ス
ク
と
育
っ
て
い
っ
た
。

そ
の
頃
、
父
は
事
業
の
失
敗
で
、
銀
行
に
多
額
の
借
金
を
残
し
た
ま
ま
行
方
不
明
。
覚
え
て
い
る
の
は
私
の
父
も
ヘ

ビ
ー
ス
モ
ー
カ
ー
で
、
私
の
小
さ
な
手
の
小
指
に
、
タ
バ
コ
の
火
が
あ
た
っ
た
く
ら
い
の
事
と
、
喧
嘩
っ
早
い
人
だ
っ
た

と
記
憶
し
て
い
る
。
父
に
貰
っ
た
唯
一
の
、
フ
ラ
ン
ス
の
子
供
を
模
し
た
セ
ル
ロ
イ
ド
の
人
形
だ
け
は
現
在
も
持
っ
て
い

る
。私

は
４
歳
、
恋
を
し
た
。
母
の
勤
め
る
動
物
園
の
冊
越
し
に
見
た
オ
ッ
ト
セ
イ
。
そ
の
優
雅
な
泳
ぎ
と
お
香
の
匂
い
が

す
る
中
、
ず
っ
と
見
続
け
て
、
水
を
か
け
ら
れ
な
が
ら
も
そ
の
場
に
立
ち
止
ま
り
、
母
の
勤
務
が
終
わ
る
夕
方
ま
で
、
通

い
続
け
た
。
愛
く
る
し
い
つ
ぶ
ら
な
瞳
と
、
口
ヒ
ゲ
、
つ
る
つ
る
の
頭
、
流
れ
る
よ
う
な
形
の
あ
の
顔
が
好
き
だ
っ
た
。

い
つ
も
、
断
ち
切
れ
な
い
思
を
募
ら
せ
、
一
人
見
続
け
、
イ
ヤ
イ
ヤ
帰
っ
た
も
の
だ
。
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そ
の
後
二
年
程
し
て
、
母
は
市
役
所
本
部
勤
務
と
な
り
、
行
方
不
明
の
父
の
借
金
を
肩
が
わ
り
す
る
事
を
条
件
に
、
裁

判
所
に
行
き
協
議
離
婚
と
な
る
。

私
の
名
も
「
義ヨ

シ

子コ

」
か
ら
「
嘉ヨ

シ

子コ

」
に
改
名
。
母
の
実
家
の
祖
母
の
姓
を
名
の
り
、「
川カ

ワ

畑バ
タ

嘉ヨ
シ

子コ

」
と
な
る
。

祖
母
の
生
活
の
面
倒
一
切
は
、
母
が
み
て
い
た
。
後
に
、
祖
母
の
小
さ
な
家
を
建
て
た
の
も
母
で
あ
る
。

奄
美
出
身
の
祖
母
は
、
孤
独
な
人
で
、
大
阪
で
別
の
女
性
と
暮
ら
す
祖
父
と
は
離
婚
し
な
い
ま
ま
、
母
と
母
の
妹
と

（
二
人
が
結
婚
し
た
後
は
）
一
人
で
い
た
。
祖
父
の
事
は
、
実
の
と
こ
ろ
、
私
も
従
兄
弟
も
一
度
と
し
て
、
祖
父
に
逢
っ

た
事
が
な
く
、（
昭
和
48
年
死
去
し
て
い
た
）
と
う
の
昔
に
亡
く
な
っ
た
も
の
と
思
っ
て
い
た
。
祖
母
は
、
私
（
当
時
、

６
歳
く
ら
い
）
相
手
に
昔
の
事
を
よ
く
話
し
て
い
た
。
躾
に
厳
し
い
人
だ
っ
た
が
、
忙
し
い
母
と
違
っ
て
、
手
づ
く
り
の

み
そ
汁
、
サ
ラ
ダ
、
卵
焼
き
等
料
理
は
、
ど
れ
で
も
祖
母
の
作
る
食
事
は
美
味
し
か
っ
た
。
以
来
、
私
は
人
様
の
作
っ
た

手
づ
く
り
の
料
理
は
、
有
り
難
く
、
全
部
頂
く
。

今
、
思
う
と
、
祖
母
は
、
や
は
り
孤
独
な
人
生
だ
っ
た
、
と
思
う
。
椿
油
の
あ
の
独
特
な
匂
い
。
よ
く
、
布
団
の
中
で
、

ず
っ
と
携
帯
ラ
ジ
オ
を
聴
い
て
い
た
も
の
だ
。
特
に
、
島
唄
が
流
れ
る
と
喜
ん
だ
。

生
ま
れ
て
か
ら
ず
っ
と
、
私
の
姿
は
、
母
の
好
み
で
、
髪
は
長
く
、
お
さ
げ
（
出
勤
前
の
母
が
編
ん
で
く
れ
た
）
に
し
、
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ヒ
ラ
ヒ
ラ
の
ス
カ
ー
ト
等
女
の
子
ら
し
い
格
好
ば
か
り
。
そ
れ
故
に
、
変
な
、
自
転
車
に
乗
っ
た
中
学
生
に
追
い
か
け
ま

わ
さ
れ
た
り
し
た
。

反
動
で
そ
れ
以
来
、
ボ
ー
イ
ッ
シ
ュ
で
、
髪
も
短
く
、
格
好
も
か
ま
わ
な
く
な
る
。
シ
ャ
ン
プ
ー
の
匂
い
、
石
け
ん
の

匂
い
が
好
き
で
、
母
の
ポ
ー
ラ
の
香
水
が
き
つ
か
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。

今
日
、
令
和
５
年
４
月
25
日
。
私
は
、
63
歳
に
な
っ
た
。
春
と
い
う
の
に
、
鹿
児
島
市
は
寒
く
、
冬
物
の
厚
手
の
カ
ー

デ
ィ
ガ
ン
が
手
放
せ
な
い
。「
律リ

ツ

」
か
ら
「
お
め
で
と
う
」
の
電
話
が
あ
っ
た
。
私
が
愛
用
の
パ
フ
ュ
ー
ム
を
尋
ね
た
と

こ
ろ
、「
私
は
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
ア
ー
デ
ン
の
ア
イ
ス
・
ド
・
グ
リ
ー
ン
テ
ィ
」
と
答
え
た
。
私
は
、
毎
日
ず
っ
と
ブ
ル
ガ

リ
を
つ
け
て
い
な
け
れ
ば
過
ご
せ
な
い
。
雑
事
に
追
わ
れ
一
日
が
早
い
。
子
供
の
頃
は
、
一
人
っ
き
り
で
、
夜
も
長
く
、

テ
レ
ビ
も
ラ
ジ
オ
も
早
く
終
了
し
、
一
日
を
長
く
感
じ
た
も
の
だ
。
私
は
、
今
現
在
も
、
電
灯
無
し
で
は
眠
れ
な
い
。
長

く
生
き
て
き
た
も
の
だ
、
と
思
う
。
我
な
が
ら
『
書
く
の

』『
書
く
事
が
好
き
だ
か
ら
』
と
、
タ
バ
コ
を
燻
ら
し
な
が

ら
自
問
自
答
。

偉
そ
う
な
事
を
書
い
て
い
る
が
、
私
は
、
ひ
と
つ
も
、
数
学
が
出
来
な
い
。
加
え
て
、
機
械
オ
ン
チ
で
あ
る
。
必
要
に

迫
ら
れ
て
新
し
く
買
っ
た
ケ
イ
タ
イ
ひ
と
つ
、
上
手
に
使
い
こ
な
せ
な
い
。
今
日
も
、
久
々
に
手
に
し
た
映
画
雑
談
の
ス
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ク
リ
ー
ン
・
フ
ォ
ト
の
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
出
来
ず
、
プ
ロ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
ら
「
パ
ソ
コ
ン
か
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
で
し
か
、
ま
た
は
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
し
か
操
作
出
来
な
い
」
と
の
事
で
諦
め
た
。
久
々
に
読
ん
だ
活
字
は
血
が
通
わ

な
い
冷
た
い
印
象
で
、
時
代
の
流
れ
を
感
じ
た
。

基
本
的
に
人
が
好
き
だ
。
私
は
子
供
の
頃
、
一
時
は
母
を
母
親
と
し
て
許
せ
な
か
っ
た
が
、
一
人
の
人
間
と
し
て
受
け

入
れ
た
瞬
間
、
楽
に
な
っ
た
。
愛
す
べ
き
一
人
の
女
性
。
私
は
、
母
の
耳み

み

朶た
ぶ

を
触
る
の
が
好
き
で
、
忙
し
い
母
と
の
短
い

な
が
ら
の
ス
キ
ン
シ
ッ
プ
も
好
き
だ
っ
た
。

母
に
は
、「
ヒ
ナ
」
と
い
う
女
学
校
時
代
か
ら
の
悪
友
が
い
た
。
こ
の
お
ば
さ
ん
は
、
夜
の
世
界
に
詳
し
く
、
母
に

色
々
と
、
良
か
ら
ぬ
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
、
い
つ
も
私
を
悩
ま
せ
た
。
男
の
子
が
二
人
い
た
が
、
離
婚
後
、
一
人
の
家
庭

あ
る
男
性
の
、
愛
人
と
し
て
一
緒
に
暮
ら
し
、
女
と
し
て
の
道
を
選
ん
で
い
た
。
私
に
も
、「
セ
ッ
ち
ゃ
ん
は
、
母
親
で

あ
る
ま
え
に
、
一
人
の
女
だ
か
ら
、
そ
の
へ
ん
は
、
わ
か
っ
て
あ
げ
な
い
と
」
と
、
６
歳
の
私
に
、
う
そ
ぶ
い
た
。
小
料

理
屋
を
し
て
お
り
、
母
が
再
婚
し
て
か
ら
も
、
ち
ょ
く
ち
ょ
く
、
ト
ラ
ブ
ル
を
起
こ
し
、
私
の
新
し
い
家
庭
に
も
、
波
風

を
立
て
た
。
晩
年
は
、
男
の
子
二
人
に
捨
て
ら
れ
て
、
苦
労
し
、
現
在
、
消
息
は
不
明
。
母
い
わ
く
「
あ
の
頃
は
、
よ
く

遊
ん
だ
も
の
だ
。」
母
も
、
今
、
彼
女
が
、
生
き
て
い
る
か
死
ん
で
い
る
の
か
、
わ
か
ら
な
い
、
と
言
う
。


